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現在の企業会計の世界的潮流は，①会計基準の国際的統一化，②財務諸表による会計情報の報告
から，財務報告書による財務情報の報告への拡大が主流です。前者は「国際会計論」として，後者は「財
務報告論」としてその学問分野が確立しつつあります。しかし，従来の企業会計だけでなく，この２つの
新領域もおよそ800年前にイタリアで発祥したと考えられている「複式簿記」がルーツであることに変わ
りがありません。

本演習では，複式簿記，国際会計および財務報告を統合して専門的な知識の向上と実践的なプレゼン
テーション技能を修得することに目標をおき指導を行います。 なお，本演習の履修者としては学問への
真摯な態度を有する人物を望みます。

◆ 簿記原理演習 ◆

商学コース

税理士試験一部科目免除（会計）対象


